
履修に必要な予備知識や技能、および一般的な注意
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フォリオ
口頭試問 実技 その他

0% 0% 40% 0% 0% 30% 30% 0%

・口頭試問で各講義の理解度を判定する。 0.5％×60回=30％
・レポートは授業計画の4項目について課題を提出する。　10％×4回=40％
・実技は、授業計画の4項目について総合的な能力を行動観察で判定する。 7.5％×4回=30％

　全ての評価の総合で80％以上の達成を求める。

評価

理想的な達成レベルの目安

大学院生が達成すべき行動目標

キーワード

授業計画

授業概要

授業科目の学修目標

① 顎顔面病態診断治療学
② 顎顔面外科学
③ 臨床検査・画像検査
④ 分子生物学的検査
⑤ 研究計画書

評価の要点

より良いエビデンスを求めて　永末書店

教科書および参考書

　教科書・参考図書の内容を十分理解すること

① CT、MRI、超音波エコー検査、シンチグラフィー、PET検査などの画像検査の解釈・診断法について
　 理解する。
② 血液検査、細菌検査、病理検査手法・解釈・診断法について理解する。
③ RT-PCR、Northernblot analysis,Southernblot analysisの基本的手技を理解する。
④ 研究倫理指針、統計手法、研究計画書立案方法を理解する。

顎顔面外科学実習

　　　   Training of Oral and Maxillofacial Surgery　　

　口腔顎顔面領域に生じる様々な疾患の診断に必要な検査法を修得する。特に血液血清学的検査やCT、MRI、超
音波エコー検査、シンチグラフィー、PET検査などの画像検査の解釈と診断法について修得する。また、分子生
物学的検査法についてはRT-PCR、Northernblot analysis、Southernblot analysisを学び、専門的な知識・技
能を修得することを目標とする。さらに、臨床研究に必要な研究倫理指針、統計手法を学ぶことにより、臨床
研究の研究計画書の立案を行えるだけの研究手法を身につけることを目的として開講する。

　口腔顎顔面領域の疾患を診断するに重要は各種臨床検査の基本・解釈・診断法について修得する。また、分
子生物学的検査法についてはRT-PCR、Northernblot analysis、Southernblot analysisを学び、専門的な知
識・技能を修得することを目標とする。さらに、研究計画書の立案に必要な研究倫理指針、統計手法を学ぶこ
とを目的とする。

① 　画像検査実習　12コマ
　　CT、MRI、超音波エコー検査、シンチグラフィー、PET検査などの画像検査の解釈・診断法について
　　教授する。
② 　検体検査実習　12コマ
　　血液検査、細菌検査、病理検査手法・解釈・診断法について教授する。
③ 　分子生物学的検査実習　12コマ
　　RT-PCR、Northernblot analysis,Southernblot analysisの基本的手技を教授する。
④ 　研究計画書作成実習　24コマ
　　研究倫理指針、統計手法、研究計画書立案方法を教授する。
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